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 環境影響評価方法書説明会の概要 

１－１.環境影響評価方法書説明会の開催概要 

説明会の開催日時、開催場所、来場者数、配布した資料は以下のとおりである。[1日目] 

開催日時：令和 7年 6月 13日（金）13時 30分～14時 30分 

開催場所：仙台市中央卸売市場本場管理棟 3階会議室 

来場者数：13名 

[2日目] 

開催日時：令和 7年 6月 14日（土）10時 00分～11時 00分 

開催場所：仙台市中央卸売市場本場管理棟 3階会議室 

来場者数：3名 

  配布資料 

  ・仙台市中央卸売市場再整備事業に係る環境影響評価方法書要約書 

  ・仙台市中央卸売市場再整備事業に係る環境影響評価方法書のあらまし 

 

１-２.説明会での質疑応答 

説明会での質疑応答は、方法書説明会開催概要等報告書のとおりである。 

 

１-３.環境影響評価方法書の縦覧及び意見募集期間 

縦覧期間：令和 7年 5月 19日（月）から令和 7年 6月 18日（水）まで 

意見書の提出期間：令和 7年 5月 19日（月）から令和 7年 7月 2日（水）まで 
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様式第３号（第３条関係） 

 

方 法 書 説 明 会 開 催 概 要 等 報 告 書 
 

                                      令和 7年 6月 日 

 仙台市長 あて 

 

                         住 所 仙台市青葉区国分町 3丁目 7番 1号 

                         氏 名 仙台市 

                             代表者 仙台市長 郡 和子 

                              (経済局中央卸売市場管理課取扱い) 

 

 仙台市環境影響評価条例第８条の２第４項の規定により，方法書説明会の開催に係る概要等を報告しま

す。 

 
 

 対象事業の名称 
 

 

仙台市中央卸売市場再整備事業 
 

 

 対象事業の種類 
 

 

大規模建築物の建設 
 

 

 方法書説明会開催日時 
 

 

令和 7年 6月 13日（金）13時 30分～14時 30分 

令和 7年 6月 14日（土）10時～11時 
 

 

  

 方法書説明会開催場所 

  
 

 

 施設の名称 仙台市中央卸売市場本場管理棟 3階会議室 
 
 住   所 仙台市若林区卸町 4丁目 3-1 
 

 

 参加した者の数 
 

 

16人（6/13 13人、6/14 3人） 
 

 

方法書説明会を開催し

なかったときはその理由 

 

 

  

 

 連絡先 

  

  
 

 

 住 所 
 

 

 仙台市若林区卸町 4丁目 3-1 
 

 

  

 担当者 

  
 

 

 所属 
 

 

 経済局中央卸売市場 

管理課 
 

 

 電話番号 
 

 

  022-232-8125 
 

 

 氏名 
 

 

 高橋 美恵 
 

 

 ＦＡＸ 
 

 

022-232-8144 
 

備考 

 １ 方法書説明会の開催に係る公告を証する書面の写しを添付すること 

２ 方法書説明会において配付した資料を添付すること 

 ３ 方法書説明会の内容を記載した書面を添付すること 

４ 用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とすること 
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公告の方法 

① 仙台市政だよりへの掲載（令和７年６月号）（添付 1-1） 

② 町内会回覧板及び掲示板・関係地域内の企業へポスティング（添付 1-2） 

③ 仙台市ホームページへの掲載（添付 1-3） 

 

 

添付 1（方法書説明会の開催に係る公告を証する書類の写し） 

 

添付 1-1 仙台市政だよりへの掲載（令和７年６月号） 
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添付 1-2 町内会回覧板及び掲示板・関係地域内の企業へポスティング 

 

 

仙台市中央卸売市場再整備事業に係る 

環境影響評価方法書説明会開催のお知らせ 
 

 

仙台市中央卸売市場再整備事業について、建設工事や新しい市場が周辺環境へ及ぼす影響を

調査する方法を記載した「環境影響評価方法書」を作成いたしましたので、下記のとおり説明

会を開催いたします。 

 

 

１．日時・場所 

日時 会場 定員 

令和７年６月１３日 (金 ) 

１３時３０分～１４時３０分 

中央卸売市場本場管理棟３階会議室 

（仙台市若林区卸町 4丁目 3番地の 1） 

３０人 

〔先着〕 

令和７年６月１４日（土） 

１０時～１１時 

中央卸売市場本場管理棟３階会議室

（仙台市若林区卸町 4丁目 3番地の 1） 

３０人 

〔先着〕 

 

２．内容 

環境影響評価方法書の記載事項（事業概要、環境影響評価項目、調査・予測・評価の手

法）について 

 

３．事業概要 

(1) 事 業 者 ： 仙台市長 郡 和子 

(2) 事業者の住所  ： 仙台市青葉区国分町３丁目７番１号 

(3) 事 業 の 名 称 ： 仙台市中央卸売市場再整備事業 

(4) 事 業 の 位 置 ： 仙台市若林区卸町 4丁目 3番地の 1 

(5) 関係地域の範囲 ： 裏面のとおり 

※説明会には関係地域以外の方も参加できます 

 

４．お問い合わせ先 

仙台市経済局中央卸売市場管理課 

電話：０２２－２３２－８１２５ 
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関係地域の範囲                             裏面  
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添付 1-3 仙台市ホームページへの掲載 

 

https://www.city.sendai.jp/chuo-kanri/saiseibi.html 
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 添付 3 方法書説明会の内容 

 

仙台市中央卸売市場再整備事業 

環境影響評価方法書説明会の内容 

 

１．開会 

２．出席者の紹介 

３．事業者（仙台市経済局中央卸売市場管理課 以下同じ）の挨拶 

４．環境影響評価方法書の概要説明 

５．質疑応答 

※質疑応答の内容のとおり 

６．閉会 

 

■質疑応答の内容 

質問の内容 事業者の回答 

[1日目] 

1 先日、正門前で交通事故があり、自転

車に乗っていた方が意識不明の重体とな

っている。工事が始まると、トラックの

交通量も増えると考えられるが、安全対

策はどのようにされるのか。 

現在、入荷・出荷のトラックの出入りがある中で、

工事中はこれに加えて工事車両の出入りが想定されま

す。工事中の安全対策について、重要な点と考えてい

るので、今後検討してまいります。 

2 工事中に環境に影響が出た場合、一般

市民に内容を公表することになっている

のでしょうか。 

環境影響評価手続きにおいて、本日説明した方法書

や、調査、予測・評価の結果をまとめた準備書、最後

に評価書を一連のものとして工事の着手前に提出いた

します。その後、事後調査を実施する中で、事業者が

予測した結果との整合性、環境保全対策の実施状況を

モニタリングいたします。こちらも、最後に事後調査

の結果を公表することとなっています。 

環境影響評価は事業者によるセルフチェックとなり

ますが、結果については事後調査結果報告書として一

般市民への公表を行いますのでご確認いただければと

思います。 

また、この事業は長期間にわたる事業でもあるた

め、想定していない事態も生じる可能性がございま

す。その場合には、事業者の問合せ先にご意見をよせ

ていただければ、適切に対処いたします。 

3 完成予想図は未定なのか。 現時点は計画段階ですが、今後、設計段階に移行し

ます。設計が終わった段階で、完成の図面が出来上が

ってきますので、その段階で公表させていただきま

す。 
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質問の内容 事業者の回答 

[2日目] 

1 アスベストについて、調査はすでに開

始しているのか。 

建設された年代を考慮するとアスベストが含まれる

可能性は考えられるため、今後調査を実施する予定で

す。 

2 土壌汚染は配慮項目となっており、調

査不要という判断をしていると考えられ

るが、この場所は過去の土地利用から、

有害物質の使用はないと考えてよいの

か。 

土壌汚染対策法では、一定規模以上の土地の掘削が

ある場合には土壌調査を実施することとなっていま

す。同法に基づき、地歴調査は実施しており、市場移

転前に土壌汚染を生じさせる施設はなかったため、現

時点では土壌汚染はないと考えています。 

3 東日本大震災の際の被害状況はどうだ

ったか。地盤の状況も含めてお聞きした

い。 

地震により一部施設の損壊が生じました。また、地

盤が軟弱であることから地下の空洞化が生じ、地盤沈

下などの被害が生じました。震災後、床下の空洞を埋

める対策などを実施しています。 

ただ、被害はあったものの、取引を停止させるには

至らず、営業は継続することができました。 

4 工事期間が概ね 10 年程度となってい

る。市場を利用する車に加え、工事関係

車両も多く出入りすることになると考え

られるが、車両に対する対策はどのよう

に考えているのか。自分も車を使って市

場に出入りしているので、混雑などによ

り、利用に影響が出ることを懸念してい

る。 

現在、入荷・出荷のトラックの出入りがある中で、

工事中はこれに加えて工事車両の出入りが想定されま

す。工事車両に対する具体的な対策については今後検

討する計画ですが、車両の出入口は現在と同じ場所を

想定しています。 

安全対策として、出入口付近への誘導員の配置等を

考えています。また、出入口に待機車両が発生しない

よう、対策を検討してまいります。 

5 現状の市場で取引が続く中での再整備

となっている。生鮮食品や青果の販売及

び保管場所への、工事から発生する粉じ

んや悪臭などの影響が懸念さられる。工

事時間帯は、その点も含めて計画してい

るか。 

具体的な検討は今後ではありますが、一般的に、工

事は日中に行い、早朝や深夜時間帯は行わないものと

考えていますので、基本的には市場利用者の作業時間

と重ならないと考えています。 

工事中の粉じん対策については、仮囲い等の対策を

行うなど、作業の妨げにならないよう、今後検討して

まいります。 

 

 

 

 


